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１．研究計画の概要 
 本研究は，フィリピンにおける階層固定的
な社会構造を，社会ネットワーク分析の立場
から捉え直し，貧困をめぐる議論に新しい視
点を提供することである。すなわち，フィリ
ピンにおける富裕層，中間層，貧困層を対象
として，長期の参与観察と質問票調査によっ
て収集したデータを用い，固有のネットワー
ク構造を析出することによって，貧困層が有
する民衆知をふまえた新しい開発研究の枠
組みを構築することを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
 マニラ首都圏に加え，ダバオ州，セブ州，
パンガシナン州，アルバイ州の地方都市，農
村について調査を行い，次の速報結果が得ら
れた。 
 (1) 中間層の定義にもよるが，中間層と貧
困層の間には，両者が認識する親族，儀礼親
族ネットワークが観察され，それは貧困層に
とっては「弱い紐帯」としての役割を有する。
以上の論点については，Nakanishi(2009a)
において議論を展開した。 
 (2) マニラ首都圏のスラム地区において
は，複数の異なる性質の情報を利用して，ネ
ットワーク構造上の中心者，仲介者から末端
者に至る情報到達経路を特定化し得るデー
タを収集し，その分析から，従来からの親族
重視のコミュニティが形成している可能性
が示唆される。すなわち，生活水準が上昇し，
「弱い紐帯」が優越する条件が整いながら，
排除性の高い情報は依然として「強い紐帯」
である親族内を流通している。この事実は，
市場経済に対して慣習経済が予想以上に頑
強であることを示唆している。以上の論点に

ついては中西（2008, 2009）や Nakanishi
（2009b, 2009c）などにおいて議論を展開し
た。 
 (3) 本研究の副産物として，貧困層の社会
ネットワークの拡大にブレーク・スルー的な
インパクトをもたらし，階層流動性を決定づ
ける有力大学へのアクセスについての仮説
が提示され，同時に，その検証に必要なデー
タも収集された。すなわち，フィリピンにお
ける有力大学においては，形式的，表面的な
機会の平等性を担保しながらも，その実は，
貧困層にとっては入試にさえアクセスが困
難になる制度的諸問題が存在することがあ
きらかになった。以上の論点については，中
西（2010）において議論を展開した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
 たしかに，この研究は，質問項目が多岐に
及び調査を難しくする要素を多く含み，地方
によっては調査自体が困難となる場合も
多々見られた。その理由から，とりまとめ作
業に遅れが生じているのは事実である。 
 しかし，この事態は当初から予想されてい
たことであり，当初の計画には織り込み済み
である。時間はかかったものの，信頼性の高
いデータを収集することが可能になった。本
研究において収集された一次データの学術
的価値は著しく高いものであると自負して
いる。 
 また，情報の送受信において，人々が利用
する社会ネットワークの選択から慣習経済
の優越性を測定する枠組みを提示する道筋
が立ったことも，本研究の独創性を高めるも
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のと考えられる。 
 さらに，副産物として得られた有力大学を
中心とする入試制度の問題は，貧困層が有す
る社会ネットワークの拡大を阻害するメカ
ニズムの解明に大きな役割を果たすものと
期待される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は，以下のような方策にもとづい
て，最終とりまとめ作業を行う。 
(1) 社会ネットワーク・データが多岐にわた
るため，集約作業を再確認し，統合的枠組み
の下でデータ値を確定する。 
 (2) 仮説検証にあたり，利用データに不足
や不備が生じたり，定性的な補足データが追
加的に必要になったりする場合に，補足調査
を実施し，データの厳密性を保持する。 
 (3)  確定したデータに基づき，速報におけ
る仮説検証を再検討し，補正する。 
 (4) 最後に，最終報告書とりまとめを行う。
報告書は年度内にフィリピンの研究協力者
や同一分野の研究者とのセミナーを開催し，
英語による報告書出版を目指す。 
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